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アンケート調査結果を報告します
学部学生を対象とした大学基本理念の周知度、講義、実習および大学教育への満足度を

平成24年度～平成28年度で比較しました。

❶ 大学の基本理念の周知度
　九州歯科大学の基本理念についての周知度は、ここ数年ほぼ変化がありません。今後は1割程度と
なっている「あまり知らない」および「全く知らない」の割合を減らしていく努力が必要です。

平成14年に制定された「大学の理念」は、創立100周年を機に次なる世紀に向けた新たな大学づ
くりに踏み出すにあたり、平成27年10月に掲げられた「九州歯科大学憲章」の中で「九州歯科大
学の基本理念」としてそのまま引き継がれています。

九州歯科大学憲章（抜粋）２．九州歯科大学の基本理念
九州歯科大学の基本理念を以下のとおり定め、九州歯科大学がどのような人材の
養成、社会貢献、研究活動を展開するのかをここに明らかにします。

・高度な専門性を持った歯科医療人の育成
・地域医療の中核的役割を果たす
・歯科医学を支える研究の推進
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この「大学自己評価部会だより」にご意見の方は kikaku@kyu-dent.ac.jpへお願いいたします。

❷ 講義、実習の満足度
　平成26年度から平成28年度にかけて、講義の満足度の大幅な増加が認められています。実習の満
足度は全体として高いものの、平成28年度は26年度と比較して（高い）の割合が減少しています。今後
とも実習の満足度が増加するように改善の努力を続ける必要があります。

❸ 大学教育の満足度
　大学教育の満足度は平成28年度は27年度と比べて大きな変化は認められませんでした。しかし24
年度から比べると全体的に満足度の増加が認められます。大学教育の満足度がさらに増加するように今
後とも教育改善の努力を続けていかねばなりません。
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